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あげお

2013 上尾市勢要覧

市　章

市長あいさつ 上尾市のあらまし

上尾市のあゆみ

イメージマーク

　本市は、埼玉県の南東部、首都東京から35㎞ の距離にあり、東
は伊奈町と蓮田市に、南はさいたま市に、西は川越市と川島町に、
北は桶川市と接しています。
　本市の面積は45.55㎞2で、荒川が西境、綾瀬川、原市沼川が東
境となっています。海抜は約15m の平坦な地形で起伏が少なく東西
の河川沿いには水辺や緑の豊かな自然環境があり、市内の周辺部
には武蔵野の面影を残す雑木林も見られます。
　市内には国道17 号が貫通し、上尾道路（国道17号バイパス）のほ
か近くには首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の整備が進められて
います。鉄道はJR 高崎線に上尾、北上尾の2駅があるほか、市東
部は埼玉新都市交通（ニューシャトル）で大宮駅と結ばれています。

法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

【スマホ】でストア内検索
（「junaio」で検索）1 【無料アプリ】を

ダウンロード
（junaioをダウンロードしてください）
2 【チャンネル】をスキャン

（スキャンボタンを押してバーコードを
 読みます）

3 【マーカー】のついた
写真にかざす

（チャンネルが起動したらマーカーを
 読み込みます）
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笑顔きらめく
“ほっと”なまち
あげお

年月 事　項 年月 事　項
昭和

63. 5 総合福祉センターオープン
63. 4 平塚公園オープン
62.12 イコス上尾オープン

33. 7 市制施行し、上尾市が誕生

63. 7 市民憲章を制定
37. 5 国道17号バイパスが開通

63.11 第1回上尾シティマラソンを開催
39.10 上水道給水開始

63.12 高崎線北上尾駅開業
41. 7 市章、市歌制定
41.11 旧市庁舎完成

平成43. 7 上尾商工会議所発足
3 .11 新市庁舎完成43. 8 図書館オープン
4 . 5 乳幼児相談センターオープン44. 2 上尾駅橋上駅完成
4 . 6 人口20万人突破45. 3 人口10万人突破
5 . 1 中学校給食を開始45.10 上尾警察署開設
7 .10 人権尊重都市 を宣言46. 7 さいたま水上公園オープン

46. 9 上尾駅北側 宏栄橋 開通 10. 5 上平公園オープン
46.12 福祉会館（現文化センター）オープン

48. 3 高崎線上尾駅で順法闘争の影
響による大混乱  上尾事件

10.12 市内循環バス ぐるっとくん運行開始

50. 8 第57回夏の全国高校野球大
会で上尾高校が準決勝進出

11.11 自然学習館オープン

51. 5 スポーツ都市 を宣言

12. 5 児童館アッピーランドオープン

51.10 人口15万人突破

13. 7   上尾市がさいたま市と合併することの
可否を問う住民投票  実施

53. 5 上尾丸山公園オープン

53. 7 市の木 かし   、市の花 つつじ   、
市民の木 あおき を制定

健康プラザわくわくランドオープン

55. 5 市民体育館オープン

18.10

13.11
上尾伊奈斎場つつじ苑オープン15.11
児童館こどもの城オープン

55. 4 西貝塚環境センター稼動
19. 6 学校安全パトロールカーを

全中学校に配置

56. 5 保健センターオープン
58. 5 コミュニティセンターオープン

22. 3 上尾道路（新大宮バイパス宮前IC～
県道上尾環状線）4.2km区間が開通

58. 9 上尾駅東口 アリコベール上尾
オープン

22. 5 上尾駅舎改修工事竣工式

25. 7 東保健センターオープン

58.11 新消防庁舎完成

25. 4 上尾市・伊奈町消防指令セン
ター共同運用開始

58.12 ニューシャトル開業
60. 8 非核平和都市 を宣言

25. 4 情報・賑わい発信ステーション
 あぴっと!      オープン

上尾市長平成25年10月 島村　穰

埼玉県

JR高崎線
JR宇都宮線

JR上越新幹線

JR東北新幹線
国道17号

川島町
伊奈町

桶川市

蓮田市

川越市

上尾道路 JR高崎線

国道16号

ニュー
シャトル

東北自動車道

JR宇都宮線

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

上尾市

さいたま市

川島町

　上尾市は、平成25年7月15日に市制施行55
周年を迎えました。
　昭和33年7月15日に約 3万7千人で歩み始
めた上尾市は、田園都市から工業都市、そし
て住宅都市へとさまざまな変遷を経ながら、
現在では22万8千人を擁する埼玉の中枢をなす
都市へと発展してまいりました。
　55周年という節目を迎え、先人たちのたゆ
まぬ努力により築き上げられたこのまちの歴史
や文化、優れた技術を持つ産業などの財産を
基に、次の50年、100年先を見据えた持続可
能なまちづくりを進めていかなければならない
と思いを新たにしています。誰もが幸せを感じ
ることができ、多くの輝きと笑顔を生み出すこ
とのできる  笑顔きらめく“ほっと”なまち　あ
げお を目指し、今後も市民の皆さまとともに
一歩ずつ歩みを進めてまいります。
　この要覧を通じて上尾の元気を感じていただ
き、多くの皆さまに、私たちのまち“上尾”の
さらなる発展にお力添えをいただければ幸い
です。

　上尾市の ア の頭文字を鋭く描いて進展の
象徴とし、円形は円満、団結を表現したもの
です。（昭和41年7月1日制定）

 　AGEO の頭文字 A をモチーフとして、両
手で大きなマル を描いて、市民相互の調和
と触れ合いの輪がより大きく広がっていく願
いを込めています。（平成10年10月決定）

※ARマーカーが表示されているページでお試しください。

スマートフォンやタブレット端末をかざすと動画が再生されます

発 行 日　平成25年10月
発　 　 行　上尾市
　　　　　〒362-8501　埼玉県上尾市本町 3-1-1
　　　　　   048-775-5111      http://www.city.ageo.lg.jp/
企画・編集　企画財政部広報課
製作・印刷　株式会社アサヒコミュニケーションズ



　
上
尾
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
交
通
の

便
の
良
さ
で
す
。
市
内
を
通
る
鉄
道
や
幹
線
道

路
な
ど
を
利
用
し
、
都
心
や
郊
外
な
ど
へ
も
快

適
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
上
尾
駅
や
北
上
尾
駅
を
利
用

す
れ
ば
新
幹
線
が
発
着
す
る
大
宮
駅
ま
で
は
約

10
分
、
上
野
駅
ま
で
は
約
35
分
、
湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
を
使
え
ば
乗
り
換
え
な
し
で
横
浜
駅
に
到

着
。
ま
た
市
東
部
に
は
、
大
宮
・
上
尾
・
伊
奈

の
３
地
域
を
結
ぶ
埼
玉
新
都
市
交
通
（
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
）が
走
っ
て
お
り
、
市
内
に
は
原
市
駅

と
沼
南
駅
が
あ
り
ま
す
。
通
勤
・
通
学
な
ど
の

足
と
し
て
利
用
さ
れ
、
高
架
を
走
る
車
窓
か
ら
の

眺
め
は
抜
群
で
す
。

　
さ
ら
に
市
内
を
縦
横
に
走
る
国
道
17
号
や
16

号
は
、生
活
面・産
業
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
上
尾
道
路（
国
道
17
号
バ
イ

パ
ス
）が
全
線
で
開
通
す
れ
ば
、
県
北
～
県
央

間
の
移
動
が
大
幅
に
短
縮
。
近
接
し
て
い
る
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）桶
川
北

本
Ｉ
Ｃ
を
使
え
ば
、
関
越
自
動
車
道
や
中
央
自

動
車
道
な
ど
広
範
囲
の
移
動
に
も
と
て
も
便
利

で
す
。

　
市
内
で
の
移
動
に
は
路
線
バ
ス
や
、
市
内
循

環
バ
ス「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」が
便
利
で
、
市
民

の
身
近
な
足
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
に
便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
上
尾

平成22年に改修されたJR上尾駅

多くの市民に利用されているJR高崎線

市の中心を走る国道17号

新幹線の高架に沿って走る
ニューシャトル

活気
あふれる

“ほ
っと”なまち



　
快
適
な
毎
日
を
支
え
る
交

通
環
境
、
生
活
を
彩
る
充
実

し
た
施
設
。
豊
か
な
住
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
の
ま
ち

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
み
ん
な
が
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
保
健
医

療
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
上
尾
は
住
環
境
の
整
っ
た
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
と
し

て
、
乳
幼
児
健
診
や
妊
婦
教
室
な
ど
母
子
健
康

を
推
進
す
る
「
東
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
精
神
保

健
・
食
生
活
改
善
事
業
な
ど
大
人
の
健
康
づ
く

り
を
お
手
伝
い
す
る「
西
保
健
セ
ン
タ
ー
」が

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
毎
日
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
充
実
し
た
子
育
て
を
応
援
す
る
施
設
も
魅
力

の
一
つ
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
に
関
す
る
講
座
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、

保
護
者
の
交
流
や
親
子
の
触
れ
合
い
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
児
童
館
が
２
カ
所
あ
り
、
多

彩
な
催
し
を
開
催
し
子
育
て
を
積
極
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
が
盛
ん
な
上
尾
は
、
集
い
の
場
、

学
び
の
場
、
発
表
の
場
と
し
て
各
公
民
館
や
文

化
セ
ン
タ
ー
、市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
上

尾
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
整
っ
て
い
ま
す
。
高
校

野
球
の
各
種
大
会
や
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
・

充
実
施
設
で
い
き
い
き
ラ
イ
フ

　7月31日、上尾市コミュニティセンターで福
島県本宮市の「まゆみちゃん」との婚約式が行
われました。2人は両市で行われたイベントを通

じて愛を育み、
婚約が実現。こ
の日両市は、友
好都市協定を結
びました。2 人
を見かけたら声
を掛けてね♪

アッピーとまゆみちゃん
の婚約！

アッピーの　情報

児童館こどもの城

健康プラザわくわくランドの
室内プール

AR
マーカー

リ
ー
グ
の
試
合
も
行
わ
れ
る
上
尾
市
民
球
場
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
る
市
民
体
育

館
、
陸
上
競
技
場
の
あ
る
上
尾
運
動
公
園
、
室

内
プ
ー
ル
が
あ
る
健
康
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
ラ
ン

ド
な
ど
市
外
か
ら
の
利
用
者
に
も
人
気
で
す
。

  

活気
あふれる

“ほ
っと”なまち



　
「
上
尾
夏
ま
つ
り
」と「
あ
げ
お
花
火
大
会
」は
、

上
尾
の
夏
を
代
表
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。

　
「
上
尾
夏
ま
つ
り
」は
、
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
周
辺
で

多
く
の
観
客
を
集
め
て
行
わ
れ
る
夏
の
風
物

詩
。
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
街
中
に
響
き
渡

り
、
山
車
の
引
き
廻
し
や
神み
こ
し輿
渡と
ぎ
ょ御
な
ど
が
行

わ
れ
、
祭
り
好
き
な「
上
尾
っ
子
」の
元
気
と
熱

気
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

荒
川
の
河
川
敷
を
舞
台
に
約
１
万
発
の
花

火
が
夏
の
夜
空
を
彩
る「
あ
げ
お
花
火
大
会
」。

県
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
毎
年
約
15
万

人
も
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は
、

１
０
０
発
以
上
の
尺
玉
打
ち
上
げ
。
他
に
も
、

特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
音
楽
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
誕
生
や
結
婚
、
合
格
な

ど
を
祝
う
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
付
き
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
大
会
の
最
後
を
締
め
く
く
る
２
尺

玉
は
圧
巻
で
す
。

　

秋
に
は
県
内
外
か
ら
約
９
千
人
も
の
ラ
ン

ナ
ー
を
集
め「
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」を
す

る
市
に
ふ
さ
わ
し
く
、
３
㌔
・
５
㌔
・
ハ
ー
フ

の
部
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
幅
広

く
参
加
し
秋
の
上
尾
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
ま

た
近
年
は
、
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝
の
前
哨
戦

と
し
て
位
置
付
け
る
大
学
も
多
く
、
各
校
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

心
躍
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

　

夏
の
夜
空
を
彩
る「
あ
げ
お

花
火
大
会
」、
箱
根
駅
伝
の
前
哨

戦
と
位
置
付
け
ら
れ
る「
上
尾

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」、
そ
し
て
神

輿
を
泥
だ
ら
け
に
し
て
転
が
す

「
ど
ろ
い
ん
き
ょ
」。

　

１
年
を
通
じ
て
あ
げ
お
の
元

気
を
発
信
す
る
“
ほ
っ
と
”
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
上
尾

熱気あふれる上尾夏まつり　

秋の上尾路を駆け抜ける上尾シティマラソン

“ほ
っと”なイ

ベント

盛り
だくさん



　
「
平
方
祇
園
祭
の
ど
ろ
い
ん
き
ょ
行
事
」は
、

神
輿
も
担
ぎ
手
も
泥
だ
ら
け
に
な
る
大
変
珍
し

い
祭
り
で
す
。
平
方
上
宿
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り

で
、
埼
玉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
で
は
担
ぎ
手
で
あ
る

若
衆
が
、水
を
撒
い
た
民
家
の
庭
先
な
ど
で「
い

ん
き
ょ
神
輿
」と
呼
ば
れ
る
装
飾
の
な
い
白
木

の
神
輿
を
縦
横
に
転
が
し
た
り
、
山
車
の
引
き

廻
し
を
し
た
り
し
て
豊
年
満
作
・
悪
疫
退
散
を

願
い
ま
す
。
泥
を
は
ね
上
げ
な
が
ら
神
輿
を
転

が
す
迫
力
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
秋
の
祭
事
と
し
て
畔
吉
地
区
と
藤
波
地
区
で

い
に
し
え
の
時
代
に
出
会
う
伝
統
行
事

AR
マーカー

行
わ
れ
る「
さ

さ
ら
獅
子
舞
」

は
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
で

す
。「
さ
さ
ら
獅

子
舞
」と
い
う
名

前
は「
さ
さ
ら
」

と
呼
ば
れ
る
楽

器
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
３
頭
の
獅
子
が
舞
う
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
獅
子
舞
も
３
０
０
年
以
上

前
か
ら
あ
っ
た
と
伝
わ
る
歴
史
あ
る
伝
統
芸

能
で
、
舞
が
奉
納
さ
れ
る
境
内
は
毎
年
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
勇
壮
な
獅
子
舞
が

堪
能
で
き
ま
す
。

泥しぶきに観客が沸くどろいんきょ

アッピー
グッズは

どこで買
えるの？

アッピー
の　情報

　市役
所1階

の情報
公開コ

ーナー
や地下

売店ふ
れあい

の店で
はアッ

ピーグ
ッズを

販売し
ていま

す。あ
ぴっと

！・市民
体育館・

イコス
上尾・

コミュ
ニティ

センタ
ー・文

化

センタ
ー・自

然学習
館・市

民球場
・健康

プ

ラザわ
くわく

ランド
などで

も販売
してい

るよ！
※施設に

よって取
り扱って

いない商
品があり

ます。

アッピー
人形／携

帯ストラ
ップ／トー

トバッグ
／歯ブラ

シキャッ
プ

  

“ほ
っと”なイ

ベント

盛り
だくさん



　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
彩
っ
て
く
れ
る
緑
豊
か

な
自
然
。
そ
ん
な
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き

る
公
園
施
設
が
、
上
尾
に
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
広
大
な
敷
地
面
積
を
誇
る
上
尾
丸
山
公
園
は

「
水
と
緑
の
調
和
」が
テ
ー
マ
で
す
。
小
動
物

コ
ー
ナ
ー
、
児
童
遊
園
地
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
、

大
池
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
あ
り
、
水
や
緑

と
触
れ
合
え
る
貴
重
な
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
あ
る
自
然
学
習
館
で
は
、
上

尾
の
自
然
に
つ
い
て
観
察
・
学
習
で
き
る
他
、

天
文
台
か
ら
は
美
し
い
星
々
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
咲
き

乱
れ
る
桜
・
ツ
ツ
ジ
・
花
し
ょ
う
ぶ
・
ア
ジ
サ

イ
な
ど
の
花
々
が
、
訪
れ
る
人
々
を
出
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

　

平
塚
公
園
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
あ
る
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
他
、
自
然
林

の
中
を
散
策
で
き
る
遊
歩
道
が
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
憩
い
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
満
開
の
桜
、
秋

に
は
黄
金
色
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
下
で
、
ゆ
っ

く
り
と
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

上
平
公
園
に
は
上
尾
市
民
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が

ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
他
に
も
鴨
川
中
央
公
園
や
下
芝
水
辺
公
園
な

ど
、
身
近
に
自
然
に
触
れ
合
え
る
公
園
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

緑
い
っ
ぱ
い
の
上
尾

緑
豊
か
な
公
園
施
設

水車が特徴的な下芝水辺公園

青葉が美しい平塚公園

水と緑が調和した上尾丸山公園

自然の
中では

“ほ
っと”するよ



武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
自
然

　

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
鮮
や

か
に
伝
え
て
く
れ
る
数
々
の
公

園
。
ま
た
武
蔵
野
の
風
情
を
今

に
伝
え
る
自
然
。

　
上
尾
の
緑
は
、
観
光
で
訪
れ
る

ど
ん
な
景
観
地
よ
り
も
優
し
く
、

さ
り
げ
な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。

多
く
の
鳥
た
ち
が
今
も
飛
来
し
て
い
ま
す
。

　
原
市
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
に
マ
ナ
ヅ
ル
が

繁
殖
し
た
記
録
が
残
る「
原
市
沼
」が
あ
り
ま
す
。

水
辺
に
は
貴
重
な
湿
地
性
の
植
物
が
息
づ
き
、

野
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
動
物
た
ち
が
豊
か
な
自

然
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
上
尾
に
は
多
く
の
自
然
が
残

り
、
四
季
折
々
で
違
っ
た
魅
力
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
地
形
が
平
坦
な
上
尾
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
の
見
学
も
お
勧
め
で
す
。

　
市
内
に
は
緑
豊
か
な
公
園
の
他
に
も
、
少
し

　
　
足
を
延
ば
せ
ば
武
蔵
野
の
面
影
を
残

　
　
す
貴
重
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

　
　
き
ま
す
。

　
　
　

市
内
で
も
有
数
の
豊
か
な
自
然
を
誇 

　
　
る
大
石
地
区
の「
藤
波
・
中
分
ふ
る
さ
と

　
　
の
緑
の
景
観
地
」は
、
面
積
約
６・２
㌶
の

　
　
市
内
最
大
の
雑
木
林
で
、
地
元
で
は
通
称

  “
中
分
の
森
”と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

 

ま
た
平
方
地
区
の
荒
川
と
入
間
川
の
合
流

地
点
だ
っ
た
場
所
に
残
る「
三
ツ
又
沼
」は
、
両

側
の
大
き
な
河
川
の
流
れ
か
ら
豊
か
な
水
を
湛

え
た
ま
ま
取
り
残
さ
れ
、
そ
れ
を
囲
む
高
い
土

手
の
狭
間
で
生
活
排
水
が
流
れ
こ
む
こ
と
な

く
、悠
々
と
昔
な
が
ら
の
生
態
系
を
保
ち
続
け
、

藤波・中分ふるさとの緑の景観地

昔ながらの生態系が残る
三ツ又沼ビオトープ

初夏には古代ハスが咲く原市沼周辺

荒川沿いはサイクリングに最適 AR
マーカー

　ここだけの話です。
ちょっと前までのアッ
ピーはこんな姿でした。
これでもマニアには人
気があったんですよ…。
背が高くてシュッとし
てるよね。アッピー1
号、2号って呼ばれて
たんだよ！

進化するアッピー！？

アッピーの　情報
  

自然の
中では

“ほ
っと”するよ
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笑顔きらめく
“ほっと”なまち
あげお

2013 上尾市勢要覧

市　章

市長あいさつ 上尾市のあらまし

上尾市のあゆみ

イメージマーク

　本市は、埼玉県の南東部、首都東京から35㎞ の距離にあり、東
は伊奈町と蓮田市に、南はさいたま市に、西は川越市と川島町に、
北は桶川市と接しています。
　本市の面積は45.55㎞2で、荒川が西境、綾瀬川、原市沼川が東
境となっています。海抜は約15m の平坦な地形で起伏が少なく東西
の河川沿いには水辺や緑の豊かな自然環境があり、市内の周辺部
には武蔵野の面影を残す雑木林も見られます。
　市内には国道17 号が貫通し、上尾道路（国道17号バイパス）のほ
か近くには首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の整備が進められて
います。鉄道はJR 高崎線に上尾、北上尾の2駅があるほか、市東
部は埼玉新都市交通（ニューシャトル）で大宮駅と結ばれています。

法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

【スマホ】でストア内検索
（「junaio」で検索）1 【無料アプリ】を

ダウンロード
（junaioをダウンロードしてください）
2 【チャンネル】をスキャン

（スキャンボタンを押してバーコードを
 読みます）

3 【マーカー】のついた
写真にかざす

（チャンネルが起動したらマーカーを
 読み込みます）

4
AR
マーカー AR

マーカー
AR

AR
マーカー

笑顔きらめく
“ほっと”なまち
あげお

年月 事　項 年月 事　項
昭和

63. 5 総合福祉センターオープン
63. 4 平塚公園オープン
62.12 イコス上尾オープン

33. 7 市制施行し、上尾市が誕生

63. 7 市民憲章を制定
37. 5 国道17号バイパスが開通

63.11 第1回上尾シティマラソンを開催
39.10 上水道給水開始

63.12 高崎線北上尾駅開業
41. 7 市章、市歌制定
41.11 旧市庁舎完成

平成43. 7 上尾商工会議所発足
3 .11 新市庁舎完成43. 8 図書館オープン
4 . 5 乳幼児相談センターオープン44. 2 上尾駅橋上駅完成
4 . 6 人口20万人突破45. 3 人口10万人突破
5 . 1 中学校給食を開始45.10 上尾警察署開設
7 .10 人権尊重都市 を宣言46. 7 さいたま水上公園オープン

46. 9 上尾駅北側 宏栄橋 開通 10. 5 上平公園オープン
46.12 福祉会館（現文化センター）オープン

48. 3 高崎線上尾駅で順法闘争の影
響による大混乱  上尾事件

10.12 市内循環バス ぐるっとくん運行開始

50. 8 第57回夏の全国高校野球大
会で上尾高校が準決勝進出

11.11 自然学習館オープン

51. 5 スポーツ都市 を宣言

12. 5 児童館アッピーランドオープン

51.10 人口15万人突破

13. 7   上尾市がさいたま市と合併することの
可否を問う住民投票  実施

53. 5 上尾丸山公園オープン

53. 7 市の木 かし   、市の花 つつじ   、
市民の木 あおき を制定

健康プラザわくわくランドオープン

55. 5 市民体育館オープン

18.10

13.11
上尾伊奈斎場つつじ苑オープン15.11
児童館こどもの城オープン

55. 4 西貝塚環境センター稼動
19. 6 学校安全パトロールカーを

全中学校に配置

56. 5 保健センターオープン
58. 5 コミュニティセンターオープン

22. 3 上尾道路（新大宮バイパス宮前IC～
県道上尾環状線）4.2km区間が開通

58. 9 上尾駅東口 アリコベール上尾
オープン

22. 5 上尾駅舎改修工事竣工式

25. 7 東保健センターオープン

58.11 新消防庁舎完成

25. 4 上尾市・伊奈町消防指令セン
ター共同運用開始

58.12 ニューシャトル開業
60. 8 非核平和都市 を宣言

25. 4 情報・賑わい発信ステーション
 あぴっと!      オープン

上尾市長平成25年10月 島村　穰

埼玉県

JR高崎線
JR宇都宮線

JR上越新幹線

JR東北新幹線
国道17号

川島町
伊奈町

桶川市

蓮田市

川越市

上尾道路 JR高崎線

国道16号

ニュー
シャトル

東北自動車道

JR宇都宮線

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

上尾市

さいたま市

川島町

　上尾市は、平成25年7月15日に市制施行55
周年を迎えました。
　昭和33年7月15日に約 3万7千人で歩み始
めた上尾市は、田園都市から工業都市、そし
て住宅都市へとさまざまな変遷を経ながら、
現在では22万8千人を擁する埼玉の中枢をなす
都市へと発展してまいりました。
　55周年という節目を迎え、先人たちのたゆ
まぬ努力により築き上げられたこのまちの歴史
や文化、優れた技術を持つ産業などの財産を
基に、次の50年、100年先を見据えた持続可
能なまちづくりを進めていかなければならない
と思いを新たにしています。誰もが幸せを感じ
ることができ、多くの輝きと笑顔を生み出すこ
とのできる  笑顔きらめく“ほっと”なまち　あ
げお を目指し、今後も市民の皆さまとともに
一歩ずつ歩みを進めてまいります。
　この要覧を通じて上尾の元気を感じていただ
き、多くの皆さまに、私たちのまち“上尾”の
さらなる発展にお力添えをいただければ幸い
です。

　上尾市の ア の頭文字を鋭く描いて進展の
象徴とし、円形は円満、団結を表現したもの
です。（昭和41年7月1日制定）

 　AGEO の頭文字 A をモチーフとして、両
手で大きなマル を描いて、市民相互の調和
と触れ合いの輪がより大きく広がっていく願
いを込めています。（平成10年10月決定）

※ARマーカーが表示されているページでお試しください。

スマートフォンやタブレット端末をかざすと動画が再生されます
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発　 　 行　上尾市
　　　　　〒362-8501　埼玉県上尾市本町 3-1-1
　　　　　   048-775-5111      http://www.city.ageo.lg.jp/
企画・編集　企画財政部広報課
製作・印刷　株式会社アサヒコミュニケーションズ




